
令和８年度シラバス（国語）     学番40 新潟県立正徳館高等学校  

教科(科目) 国語(現代の国語) 単位数 ３単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 大修館書店『現代の国語 改訂版』 

副教材等 尚文出版『常用漢字ダブルクリア』、浜島書店『国語表現ナビ』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーション・ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 

①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 

②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 

③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 

④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 

⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 

①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 

②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 

③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 

④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことができ

る行事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標         

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

(1)生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

(2)生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。 

(3)言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯

にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

 

３ 指導の重点                  

進学、就職等希望進路が多岐にわたっていることから、 

① 論理的思考に不可欠な基礎的言語事項の習得を重視すると同時に、常用漢字の確実な習得を目指します。 

② さらに、それらを的確に表現し、積極的に他者とコミュニケーションを図る態度を育てます。 

③ その他にも、視覚的資料の読解や作文技術の向上を目指します。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生涯にわたる社会生活に必要な国語

について、特質を理解し適切に使って

いる。 

 

・「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、

「読むこと」の各領域において、生涯

にわたる社会生活における他者との関

わりの中で伝え合う力を高め、思考力

や想像力を伸ばしている。 

・言葉がもつ価値への認識を深めると

ともに、言語感覚を磨き、我が国の言

語文化の担い手としての自覚を持ち、

生涯にわたり国語を尊重してその能力

の向上を図る態度を養おうとしてい

る。 

 

 



５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評 

価 

方 

法 

・小テストや各種考査 

・レポートやワークシート、提出物な

どの内容の確認 

 

などから評価します。 

・各種考査 

・授業中の発言や発表 

・レポートやワークシート、提出物な

どの内容の確認 

などから評価します。 

・授業中の発言や発表 

・レポートやワークシート、提出物など

の内容の確認 

・感想文や振り返りシートの内容 

などから評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点 

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画  

月 単元名 授業時数

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の 

観点 

評価方法 

４ 的確に伝える 

 

５ 

「Ｃ読む

こと」 

「設計図を最

初に渡せ！」 

藤沢晃治 

・主張を正確に把握する。 

 

 

ａ 

 

ｃ 

 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

発表の様子 

５ 

「Ａ話す

こと・聞く

こと」 

「伝わるよう

に話す」 

・情報のまとまりや順序を考え、分かりや

すく説明する。 

ｂ 

 

ｃ 

５ 効果的に伝え

る 

５ 

「Ｃ読む

こと」 

「伝える」先に

あるもの 

ジェーン・スー 

・主張を正確に把握する。 

 

 

ａ 

 

ｃ 

中間考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 ａ、ｂ  

効果的に伝え

る 

 

５ 

「Ａ話す

こと・聞く

こと」 

「工夫して話

す」 

・内容と順序を工夫した上で、１分間スピ

ーチを行う。 

ｂ 

 

ｃ 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト発表の様

子 

６ 文章の要旨を

つかむ 

６ 

「Ｃ読む

こと」 

「水の東西」 

山崎正和 

・具体と抽象、対比の関係を押さえる。 

・本文に基づき、日本文化の特色について

まとめる。 

ａ 

ｂ 

言葉を学ぶ ５ 

「Ｂ書く

こと」 

「言葉で生き

ていく」 

・言葉の働きや役割を考え、場面や目的に

応じた言葉遣いを学ぶ。 

ｂ 

 

ｃ 

期末考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、ｂ  

７ 

・ 

８ 

意見を書く ５ 

「Ｂ書く

こと」 

「意見を書

く」 

・主張と根拠を明確にした意見文を書いて

発表する。 

ｂ 

ｃ 

 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

 

 

 

他者と交流す

る 

４ 

「Ａ話す

こと・聞く

こと」 

「理解を深め

る質問をす

る」 

・知りたいことを知るための質問の仕方を

工夫し、ミニインタビューをする。 

ｂ 

ｃ 



９ 他者を動かす ４ 

「Ｃ読む

こと」 

「どう伝える

か」 

山中伸弥 

・伝えること、伝わること、伝え方について

の筆者の考えを理解する。 

ａ 

ｃ 

確認プリン

ト 

発表の様子 

資料を駆使す

る 

６ 

「Ｃ読む

こと」 

「安くておい

しい国」の限

界 

小熊英二 

・資料と文章を関連付けて読む。 

・「安くておいしい日本」を止めるべきだと

筆者が述べる理由を考察する。 

ｂ 

 

ｃ 

10 中間考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、ｂ  

資料を駆使す

る 

６ 

「Ｂ書く

こと」 

「統計資料を

もとに意見を

書く」 

・主張に説得力を持たせるために、どのよ

うな資料を用いればよいかを考える。 

・主張をスライドと文章にまとめる。 

ａ 

 

ｂ 

 

 

 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

発表の様子 

他者を動かす ５ 

「Ａ話す

こと・聞く

こと」 

「資料を用い

て発表する」 

・発表の目的と内容に沿って、提示する情

報を選択する。 

・プレゼンテーションを行い、相互評価す

る。 

ａ 

ｃ 

11 文章を比較す

る 

８ 

「Ｃ読む

こと」 

「本当の会話

がＳＮＳでで

きるか」 

山際寿一 

「自分の情緒

を押し殺さな

いために」 

谷川嘉浩 

・二つの文章を正確に読む。 

・二つの文章の共通点、相違点をまとめる。 

 

ａ 

 

ｂ 

 

期末考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 ａ、ｂ 

12 情報を吟味す

る 

６ 

「Ｂ書く

こと」 

文章を読み取

って主張を書

く 

・山際寿一と谷川嘉浩の文章のどちらかを

選び、自分の意見を８００字でまとめる。 

ｂ  

ｃ 

 

 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

発表の様子 

わかりやすく

書く 

３ 

「Ｂ書く

こと」 

『国語表現ナ

ビ』 

・正しい語句、表現を用いて、読みやすい文

章を書く。 

ａ 

ｃ 

１ 

・

２ 

 

 

考えを深める 

 

６ 

「Ｃ読む

こと」 

「作業ロボッ

トの悲劇」 

松田雄馬 

・目的に沿って情報を集める。 

・ＡＩの可能性について考えを深める。 

ａ 

ｂ 

６ 

「Ａ話す

こと・聞く

こと」 

「論点を共有

して話し合

う」 

 

・論題に対して自説を明確にする。 

・自分の主張を支える根拠を探し、主張の

信頼性を高める。 

・テーマに沿って実際に討論を行う。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

 

 学年末考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、ｂ  

授業の取

組 

発表の様

子 

3 

 

考えを発信す

る 

５ 

「Ａ話す

こと・聞く

こと」 

「展開をとら

えて討論をす

る」 

・次年度の修学旅行の行先や内容につい

て、討論をする。 

・反論に対する準備をする。 

ｃ 

            計105時間（50分授業） 



 ※ 領域ごとの授業時数合計   

領域ごとの 

授業時数合計 

A 「話すこと・聞くこと」 

30 時間 

B「書くこと」  

35 時間 

C「読むこと」   

40 時間 

   

７ 課題･提出物等 

・各週の最初の授業で小テストを実施します。漢字は国語の基礎です。しっかりと準備して臨んでください。 

・授業中に確認プリントや小テストを実施し、評価します。ノートや辞書を有効に活用してください。 

・長期休暇中には課題を出します。必ず期限内に提出するようにしてください。 

 

８ 担当者からの一言 

現代の国語は高校で学ぶ国語の基礎にあたる科目です。説明文や実用的な文章を読みます。それだけでなく、書い

たり、聞いたり、話したり、話し合ったりします。この科目を礎として、次年度以降論理国語、国語表現が展開され

ます。どっしりとした土台ができるよう、さまざまな活動に対して誠実かつ意欲的に取り組むことを期待します。 

（担当 久我かおる・石黒賢哉） 

 

 

 



               令和８年度シラバス（国語）    学番40 新潟県立正徳館高等学校 

教科(科目) 国語(言語文化) 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 数研出版『改訂版 新編 言語文化』 

副教材等 なし 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーション・ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 

①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 

②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 

③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 

④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 

⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 

①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 

②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 

③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 

④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことができる行

事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動をとおして、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

(1)生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることが

できるようにする。 

(2)論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の

思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3)言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手と

しての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 指導の重点                  

進学、就職等希望進路が多岐にわたっていることから、 

① 論理的思考に不可欠な基礎的言語事項の習得を重視すると同時に、常用漢字の確実な習得を目指します。 

② さらに、それらを的確に表現し、積極的に他者とコミュニケーションを図る態度を育てます。 

③ その他にも、視覚的資料の読解や作文技術の向上を目指します。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生涯にわたる社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付けている。 

 
 

・「書くこと」、「読むこと」の各領域にお

いて、論理的に考える力や深く共感したり

想像したりする力を伸ばし、他者との関わ

りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや

考えを広げたり深めたりしている。 

・言葉がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に親

しんで自己を向上させ、言葉を通し

て他者や社会に関わろうとしてい

る。 

 



５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評 

価 

方 

法 

 ・小テストや各種考査 

・レポートやワークシート、提出物など

の内容の確認 

などから評価します。 

・各種考査 

・授業中の発言や発表 

・レポートやワークシート、提出物な

どの内容の確認 

などから評価します。 

・授業中の発言や発表 

・レポートやワークシート、提出物

などの内容の確認 

・感想文や振り返りシートの内容 

などから評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点 

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

月 単元名 授業時数

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の 

観点 

評価方法 

４ 

・

５ 

 

【近現代】 

地域の「こと

ば」 

８ 

「Ｃ読むこ

と」 

「とんかつ」 

三浦 哲郎 

・語句の意味を理解し、本文の内容を正し

く読み取る。 

・登場人物の行動から心情を読み取る。 

・作品中に描かれない少年の心情を創作し

てまとめる。 

 

ａ 

 

ｂ 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

中間考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、b  

５ 

・

６ 

【古文】 

現代にも生き

る教え 

 

７ 

「Ｃ読む

こと」 

「丹波に出雲

といふ所あ

り」 

・歴史的仮名遣いを学び、音読に親しむ。 

・重要語句の意味を調べ、物語の内容を正

確につかむ。 

・上人の失敗の原因を話し合う。 

 

ａ 

 

ｃ 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

発表の様子 

７ 【漢文】 

日本語の中に

生きる漢文 

６ 

「Ｃ読む

こと」 

「言語文化と

漢文」 

「訓読のきま

り」 

・日本語に残り漢文の影響を知り、身近な

例を探してまとめる。 

・訓読のきまりを理解する。 

・書き下し文の決まりに従って、書き下し

文に直す。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

 

期末考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、b  

７ 

・ 

８ 

【近現代】 

「ことばを吟

味する」 

３ 

「Ｂ書く

こと」 

言語活動の実

践「辞書の語

釈を書いてみ

よう」 

・普段当たり前に使っている言葉や、最近

になって使われ出した言葉を取り上げ、辞

書風の語釈をつける。 

ｂ 

 

ｃ 

 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

９ 

 

 

 

 

 

 

【近現代】 

「ことばを気

味する」 

８ 

「Ｃ読む

こと」 

「舟を編む」

三浦 しをん 

・語句の意味を理解し、本文の内容を正し

く読み取る。 

・登場人物の行動から心情を読み取る。 

・登場人物二人の性格についてまとめる。 

 

 

ａ 

 

ｂ 

ｃ 

中間考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、b  



10 【古文】 

昔と変わらな

い人の心 

 

７ 

「Ｃ読む

こと」 

「伊勢物語」 

芥川 

 

・物語を正確に読む。 

・和歌に込められた心情を把握する。 

 

ａ 

 

ｂ 

 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

発表の様子 

11 【近現代】 

受け継がれる

古典 

６ 

「Ｃ読む

こと」 

「羅生門」 

（前半） 

芥川 龍之介 

・場面や登場人物の心情の変化を、表現に

即して読み取る。 

・比喩表現の効果を考える。 

 

ａ 

 

ｂ 
  

期末考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、b 

12 【近現代】 

受け継がれる

古典 

４ 

「Ｃ読む

こと」 

「羅生門」 

（後半） 

芥川 龍之介 

・老婆の考えを読み取る。 

・下人の変化について考察する。 

ａ 

 

ｂ 

 

授業の取組 

課題の提出 

小テスト 

確認プリン

ト 

発表の様子 

      

１ 

・ 

２ 

 

【近現代】 

探究の扉 

４ 

「Ｂ書く

こと」 

「比べ読み 

今昔物語集」 

・「羅生門」との違いを指摘し、下人のその

後を創作する。 

 

ｂ 

 

ｃ 

【漢文】 

故事と成語 

 

４ 

「Ｃ読む

こと」 

「漁夫の利」 ・書き下し文に改め、正しく音読する。 

・物語の内容を理解する 

ａ 

 

ｂ 

学年末考査 ２「Ｂ書くこと」 実施と返却 a、b  

３ 【漢文】 

故事と成語 

３ 

「Ｃ書く

こと」 

言語活動の実

践「故事成語

の用例を探そ

う」 

・故事を調べ、現在どのような場面で使わ

れるか、ＩＣＴ機器を利用して用例を調べ、

レポートにまとめる。 

ｃ  

授業の取組 

課題の提出 

          計70時間（50分授業） 

※ 領域ごとの授業時数合計   

領域ごとの 

授業時数合計 

A 「話すこと・聞くこと」 

０ 時間 

B「書くこと」  

20 時間 

C「読むこと」   

50 時間 

 

７ 課題･提出物等 

・授業中に確認プリントや小テストを実施し、評価します。ノートや辞書を有効に活用してください。 

・長期休暇中には課題を出します。必ず期限内に提出するようにしてください。 

 

８ 担当者からの一言 

言語文化は高校で学ぶ国語の基礎にあたる科目です。小説、古文、漢文という幅広いジャンルの文章に親しみ、自

分の考えをまとめ発表することで、他者と関わり伝え合う力を高めていきます。この科目を礎として、次年度以降、

古典探究が展開されます。古典探究を選択しないにしても、現在の日本語をよりよく理解する上で古文と漢文は不可

欠です。じっくりと腰を据えて、粘り強く取り組むことを期待しています。   （担当 久我かおる・石黒賢哉） 
 

 



知識・技能

・　定期考査
・　レポート

などから､評価します｡

思考・判断・表現

・　定期考査
・　レポート
　
などから､評価します｡

令和８年度シラバス（公民） 学番40　新潟県立正徳館高等学校

教科(科目) 公民（公共） 単位数 ２単位 学年 １学年

１年時に公共を履修することから、以下の項目を指導の重点に置く。
① ２年時以降の地歴・公民科の科目を理解する際に求められる基本的な知識や概念、理論の習得を目指します。
② ①で習得した知識や概念、理論を基に、現代社会の諸課題に関する因果関係を論理的に説明できるようになることを
目指します。

使用教科書 清水書院『改訂版　私たちの公共』

副 教 材 等 清水書院『公共＋政経　資料集　考えを深める50のテーマ』、清水書院『改訂版　私たちの公共　ワークノート』

　１　グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

グラデュエーション・ポリシー

卒業までに次の資質・能力を育成する。
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成する。
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。

カリキュラム・ポリシー

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。
③生徒の主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことできる行事運営を行いま
す。
⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。

　２　学習目標

　人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視
野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民と
しての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)現代の諸課題について考察する際に必要な知識や概念、理論を理解するとともに、必要な情報を適切に収集・分析す
る技能を身に付ける。
(2)現実の諸課題の解決に向けて、価値判断や意思決定をする際に必要な知識や概念、理論を活用して、事実を基に多
面的・多角的に考察し、公正に判断する力や議論する力を養う。
(3)よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

　３　指導の重点

　４　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・現代の諸課題について考察する際に必
要な知識や概念、理論を理解し、必要な情
報を適切に収集・分析する技能を身に付け
ている。

・現実の諸課題の解決に向けて、価値
判断や意思決定をする際に必要な知識
や概念、理論を活用して、事実を基に
多面的・多角的に考察し、公正に判断
する力や議論する力を身に付けてい
る。

・よりよい社会の実現を視野に、現代
の諸課題を主体的に解決しようとし
ている。

　５　評価方法

評
　
価
　
方
　
法

　各観点における評価方法は次のとおりです。

主体的に学習に取り組む態度

・　授業における取組（板書等含
む）、発表や対話的活動の取組
・　課題（ワークノート）などの提出物
の取組
　
などから､評価します｡

　内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。



第
２
部
　
現
代
社
会
の
し
く
み
と
課
題

第２章　私たちの生活と政治
１　日本の統治機構
ズームアップ④　世界の統治機構
２　国会のしくみとはたらき
３　内閣と国の行政機関
４　司法権と裁判所のしくみ
５　紛争解決のしくみ
ステップアップ⑥　裁判員制度
６　地方自治の役割と現状
７　選挙のしくみ
８　政党と政治参加
ズームアップ⑤　世界の選挙事情
ズームアップ⑥　世界の政治参加
９　民主政治の原理と世論
ステップアップ⑦　情報発信のしか
たに注意！

11

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

定期考査 1

第
１
部
　
「

公
共

」
と
は
な
ん
だ
ろ
う 第３章　ルールや法はなんのため

１　社会と法
２　法はなぜ必要なのか
ステップアップ④　社会のルールを
どうつくる？
オピニオン①　アファーマティブ-ア
クション

・人間の尊厳と平等、協働の利益と社会の安定性の
確保を共に図ることが、公共的な空間を作る上で必
要であることについて理解する。
・人間の尊厳と平等、個人の尊重、民主主義、法の
支配、自由・権利と責任・義務など、公共的な空間に
おける基本的原理について理解する。

3

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

第１章　社会で生きるということ
１　私たちと青年期
ステップアップ①　欲求と葛藤
２　私たちと社会
３　人間の社会と文化
ズームアップ①　世界の宗教

・青年期の課題や人間が社会的存在であることの意
義を理解する。
・世界の宗教、伝統や文化、先人の取組や知恵に触
れることを通じて、自らの価値観を形成するとともに、
他者の価値観を尊重することができる存在であること
について理解する。

4

・定期考査
・レポート
・授業における取組

第２章　みんなが幸せな社会とは？
１　よく生きるとは？　徳
ズームアップ②　世界の思想
ズームアップ③　日本の思想
２　幸福な社会とは？　功利主義
３　幸福な社会とは？　正義の原理
ステップアップ②　生命と科学技術
の問題と倫理
ステップアップ③　環境問題と人間
の活動

時
間

　６　学習計画

月 評価方法学習活動（指導内容）単元名 教材名

定期考査 1

7

6

第１章　私たちの社会と憲法
１　個人の尊重と社会
２　民主主義と立憲主義
３　日本国憲法の成立と基本原理
４　自由権とは
５　平等権とは
６　社会権　人間らしく生きる権利
７　参政権・請求権　公共の福祉
ステップアップ⑤政治に参加する方
法
８　新しい人権

・具体的な事例を通して、法や規範の意義及び役割
について理解する。
・日本国憲法と大日本帝国憲法との比較から相違点
を考える。また日本国憲法の三大原則を理解する。
・日本国憲法の基本的な権利のうち、平等権と自由
権について理解する。
・日本国憲法の基本的な権利のうち、自由権と社会
権の違いについて理解する。
・日本国憲法の基本的な権利のうち、「新しい人権」
について理解する。

7

4

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

4

5

10

第３章　平和主義と日本
１　日本の平和主義と憲法
２　日本の安全保障
３　日本の外交と平和な社会の構築
オピニオン②　日本国憲法改正

・具体的な事例を通して、我が国の安全保障に自衛
隊の果たしてきた役割を理解するとともに、日本の安
全保障の在り方について考察、構想する。
・日本の戦後における外交のあゆみを通して、平和
な社会を作るために日本の外交が果たしてきた役割
とその課題について理解する。

6

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

定期考査 1

第４章　私たちの生活と経済
１　私たちの生活と経済活動
ズームアップ⑦　経済思想と経済体
制
２　市場経済のしくみ
ズームアップ⑧　需要曲線・供給曲
線のシフト
３　市場の限界と対応
４　企業の経済的役割
５　金融機関の役割

・市場メカニズムなど経済の基礎的なしくみと概念に
ついて理解する。
・「市場経済の機能と限界」を事例にして、市場の失
敗の事例とその対応方法について考察し、表現す
る。
・企業の役割とはたらきについて理解する。
・「金融の働き」を事例に、金融のしくみと役割や、新
たな金融の形態について考察、表現する。

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

6

定期考査 1

11

・日本の統治機構と世界の統治機構と比較し、私た
ちの権利や自由を守るためにどのように組織されて
いるのか理解する。
・国会のしくみと働きについて理解する。
・内閣のしくみと働きについて理解する。
・日本の行政機関の特徴と行政権の拡大の問題点
について理解する。
・裁判所のしくみと働きについて理解する。また、司
法権の独立の意義について考える。
・刑事裁判と民事裁判の違いについて理解する。ま
た、紛争解決の様々なしくみについて理解する。
・地方自治のしくみと意義や選挙のしくみと課題につ
いて理解する。
・民主政治において世論が果たす役割と課題につい
て理解する。

・世界や日本の思想、先人の考察や構想について
基本的な知識を習得し、それらが社会のあり方に影
響していることを理解する。
・幸福を重視する考え方や、行為の動機となる公正
などの義務を重視する考え方などを通して、人間とし
ての在り方生き方について考えることがよりよく生きる
上で重要であることを理解する。
・生命倫理や環境倫理の問題を事例に、幸福を重視
する考え方や公正などの義務を重視する考え方を踏
まえ、人間としての在り方生き方について多面的・多
角的に考察し、表現する。

8
･
9

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組



12

1

第
２
部
　
現
代
社
会
の
し
く
み
と
課
題

第
３
部
　
私
た
ち
が
創
る
持
続
可
能
な
社
会

2
･
3

10

　７　課題・提出物等

　８　担当者からの一言

　「公共」は現代の社会事象を考察する際に必要な見方・考え方を習得し、活用する科目です。２年生以降の社会系教科
の基礎となる知識や概念の習得にも役に立ちます。社会のしくみや社会の課題について考察し、自分なりの意見を持つこ
とができるようになりましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：家塚　正俊）

・授業内容の理解の度合い、取組を評価する材料としてワークノートを提出してもらいます。
・レポートの提出を求めることがあります。

6

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

計７０時間（５０分授業）

ステップアップ⑧　くらしの中の金融
と社会
６　国民経済と景気変動
７　政府の経済的な役割
８　税と日本の財政の課題
Check Box①　日本経済の進展１
Check Box②　日本経済の進展２
９　さまざまな産業とその変化
ステップアップ⑨　職業の選択
10　労働に関する制度と課題
ステップアップ⑩　労働契約と労働
法
ステップアップ⑪契約と消費者問題
11　社会保障制度の意義
ステップアップ⑫　くらしの中の社会
保障
ズームアップ⑩　よりよい経済社会
をめざして

・GDPやGNIなど国の経済をはかる「ものさし」につい
て理解する。
・財政と租税のしくみと機能について理解する。
・戦後から現代の経済の進展、それに際して生じた
課題を理解し、経済発展に伴って産業構造が高度
化することを理解している。
・日本型雇用慣行および労働者をめぐる状況の変化
について理解する。
・「職業選択」を事例に、社会の急激な変化や、それ
に対応する社会的な起業の意義とともに、働くことの
意義について考察、表現する。
・「雇用と労働」を事例に、労働者の権利や労働契約
を巡る法規制の形態について考察、表現する。
・社会保障制度の歴史的経過を把握し、制度の内容
と課題について理解する。
・「財政・租税の役割/社会保障」を事例に、日本の
社会保障や財政に係わる資料等を読み取って、循
環可能な社会保障制度の在り方について、考察、構
想する。

定期考査 1

１　いきいきとした地域を創るには
２　少子高齢化社会の現在と将来
３　情報社会　個人情報の扱いは？
４　地蔵可能な資源・エネルギー利
用とは？
５　地球温暖化に国際社会で取り組
むには

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組

・「日本の地方・地域社会の課題」「高齢化・少子化
の進行」を事例に、主体的に参画し、共に生きる社
会を築くという観点から課題を見いだし、その課題の
解決に向けて事実を基に協働して考察、構想し、妥
当性や効果、実現可能性などを指標にして、論拠を
基に自分の考えを説明、論述する。
・個人情報保護法について、諸資料を読み、防犯カ
メラとプライバシー問題で討議たことなどを事例に、
主体的に参画し、共に生きる社会を築くという観点か
ら課題を見いだし、その課題の解決に向けて事実を
基に協働して考察、構想し、妥当性や効果、実現可
能性などを指標にして、論拠を基に自分の考えを説
明、論述する。
・資源やエネルギーを利用する上での課題と、地球
温暖化に対する国際社会の取り組みを事例に、共に
生きる社会を築くという観点から課題を見いだし、そ
の課題の解決に向けて事実を基に協働して考察、
構想し、妥当性や効果、実現可能性などを指標にし
て、論拠を基に自分の考えを説明、論述する。

第５章　国際政治・経済と日本
１　国際社会と国際法
２　国際連合と国際機関
Check Box③　国際社会の動向と日
本
３　軍縮と平和へのとりくみ
ステップアップ⑬　平和を構築する
には
Check Box④　世界経済の動向
４　貿易・外国為替
５　発展途上国・地域経済統合
ステップアップ⑭　経済のグローバ
ル化と相互依存
６　持続可能な国際社会
ステップアップ⑮　日本の国際貢献
を考える
オピニオン③　国際的な人権

・国際社会における国家主権の意味と、国際関係を
規律する国際法の意義及びその発達について理解
する。
・国際連合と国際機関の意義と役割について理解す
る。
・第二次世界大戦後、世界の体制はどのような展開
をしたのかを理解する。また、その歴史の中で、核拡
散防止の現状と核軍縮に向けた取り組みについて
理解する。
・自由貿易と保護貿易の違いを理解するとともに、自
由貿易が拡大した背景やその影響（「相互依存」等）
について、為替レートや国際収支と関連付けながら
理解する。
・「経済のグローバル化と相互依存」を事例に、グ
ローバル化の進展が及ぼす影響と社会の変化につ
いて、考察し、表現する。
・先進国と発展途上国との経済格差の問題とリージョ
ナリズムが引き起こす意義と課題について理解する。

8

・定期考査
・レポート
・ワークノート
・授業における取組
・発表や対話的活動の取組



令和８年度シラバス（数学） 学番40　新潟県立正徳館高等学校

教科(科目) 　数学（数学Ⅰ） 単位数 ４単位 学年 １学年

中学校までに学んできた数学を復習しながら、社会生活を送る上で必要と思われる数学的な考え方、知識を得ること
ができるようにする。計算法則や記号の使い方を理解し数学を楽しく学ぶことができるようにする。

使用教科書 　啓林館『新編数学Ⅰ　改訂版』

副 教 材 等 　啓林館『ステップアップノート数学Ⅰ　改訂版』

　１　グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

グラデュエーション・ポリシー

卒業までに次の資質・能力を育成する。
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成する。
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。

カリキュラム・ポリシー

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。
③生徒の主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことできる行事運営を行い
ます。
⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。

　２　学習目標

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次の通り育成することを目指す。
(1) 数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
(2) 命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形の構成要素間
の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、社会の事象などから設定した問題につい
て、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の
過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。
(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

　３　指導の重点

　４　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けている。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面
的にみたり目的に応じて適切に変形したり
する力、図形の構成要素間の関係に着目
し、図形の性質や計量について論理的に考
察し表現する力、社会の事象などから設定
した問題について、データの散らばりや変
量間の関係などに着目し、適切な手法を選
択して分析を行い、問題を解決したり、解決
の過程や結果を批判的に考察し判断したり
する力を身に付けている。

数学のよさを認識し数学を活用しようと
する態度、粘り強く考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度、問題解決
の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度を身に付
けようとしている。



計140時間（50分授業）

３ 課題学習 ルールについて考えよう
利益を最大にするには？
カメラで写せる範囲は？
データを分析しよう

振り返りシートの分析

8

教科書

問題集

プリント

２学期中間考査の分析
課題の提出
授業の取り組み

10

11

２次関数

２次関数

図形と計量

２次関数のグラフとｘ軸との共有点
２次不等式とその解

三角比の値
三角比の相互関係
0°≦θ≦180°の三角比
三角比の相互関係

26

２学期期末考査の分析
課題の提出
授業の取り組み
振り返りシートの分析

12

１
２

データの分析

　６　学習計画

月 評価方法

　５　評価方法

評
　
価
　
方
　
法

　各観点における評価方法は次のとおりです。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

以上の観点を踏まえ､
　・　ペーパーテストの分析
　・　提出物などの内容の確認

などから､評価します｡

以上の観点を踏まえ､
　・　ペーパーテストの分析
　・　提出物などの内容の確認

などから､評価します｡

以上の観点を踏まえ、
　・　提出物などの内容の確認
　・ 振り返りシートの記述の分析

などから、評価します。

 内容のまとまりごとに、各観点
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評価します。
　内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

単元名 教材名 学習活動（指導内容）
時
間

６
　
　
７

集合と命題

１次不等式

集合
命題と集合
論証

16

１学期期末考査の分析
課題の提出
授業の取り組み
振り返りシートの分析

８
　
９

関数
２次関数のグラフ
２次関数の決定
2次関数の最大・最小
２次方程式

33

１学期中間考査の分析
課題の提出
授業の取り組み

正弦定理
余弦定理
図形の計量

度数分布表とヒストグラム
データにおける代表値
四分位数と箱ひげ図
分散と標準偏差
データの相関
相関係数
統計的探究プロセス

31

４
　
　
５

数と式 多項式とその加法・減法
多項式の乗法
因数分解
実数
平方根

26

学年末考査の分析
課題の提出
授業の取り組み
振り返りシートの分析



　８　担当者からの一言

　授業を大切にしましょう。教師の話をよく聴き、その後練習問題に取り組みましょう。学んだ内容を理解しているかどう
かは、練習問題が解けるかどうかでわかります。分からないことはそのままにしないで、授業中や放課後等に質問して
理解できるように努めましょう。公式の暗記・使い方を覚えるだけでなく、その公式を導き出す過程を理解することも大
切です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：　中原・高橋）

　７　課題・提出物等

･ 週毎に学習した範囲の週末課題を課します｡
･ 単元ごとに、振り返りシートを記入し、提出することとなります。
･ 長期休業中の課題は別途指示します｡



令和８年度シラバス（理科）     学番40 新潟県立正徳館高等学校  

教科(科目) 理科（生物基礎） 単位数 ２ 学年(コース) １学年 

使用教科書 改訂 新編 生物基礎（東京書籍） 

副教材等 ニューサポート 改訂 新編生物基礎（東京書籍） 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 
③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことができ
る行事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標 

生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことを通して、生物や生物現
象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象について理解するとともに、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本的な技能を身につけるようにする。 

(2)観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
(3)生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態
度を養う。 

 

３ 指導の重点 
・自然現象や生命現象に対する興味や関心を高めることを目指します。 
・視聴覚教材を用いて、視覚に訴える授業を行い、科学に対する興味や関心を育てます。 
・探究心、科学的な見方、思考する力を養うため、観察、実験、実習をできるだけ多く実施します。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会との関連を図りなが

ら、生物や生物現象について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けている。 

生物や生物現象を対象に観察、実
験などを行い、問題を見いだす観察、
情報の収集、調査、データの分析・解
釈など科学的に探究する力を身に付
けようている。 

生物や生物現象に対して主体的に
関わり、それらに対する気づきから
課題を設定し解決使用する態度な
ど、科学的に探究しようとしている。 

 



５ 評価方法 

評 

 

価 

 

方 

 

法 

各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・定期考査の分析 

・観察、実験、グラフでの表現の観察 

・レポート、副教材や演習プリント等の提

出物の内容・感想の確認 

などから評価します。 

・定期考査の分析 

・レポート、副教材や演習プリント等の提

出物の内容・感想の確認 

・授業中の発言、発表などの観察 

などから評価します。 

・授業中の態度や取組の観察 

・レポート、副教材や演習プリント等の提

出物の内容・感想の確認 

・授業中の発言、発表などの観察 

などから評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点 

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

月 単元名 教材名 学習活動(指導内容) 時

間 

評価方法 

 

 

４ 

・ 

５ 

1編 生物の特徴 

 

1 章 生物の多様性と

共通性 

 

2 章 生物とエネルギ

ー 

・教科書 

・副教材 

・演習プリ

ント 

・生物の多様性 

・生物の共通性 

・細胞の特徴 

・生体とＡＴＰ 

・酵素のはたらき 

・呼吸と光合成 

８ ・１学期中間考査 

（考査の分析） 

・提出物 

（記述の点検） 

・授業の取組 

（記述の確認） 

・授業の取組 

（行動の確認） 

 

 

６ 

・ 

７ 

２編 遺伝子とそのは

たらき 

1 章 遺伝情報とＤＮ

Ａ 

2 章 遺伝情報とタン

パク質の合

成 

・生物と遺伝子 

・ＤＮＡの構造 

・ＤＮＡの複製と分配 

・タンパク質 

・タンパク質と遺伝情報 

・細胞の分化と遺伝子 

１６ ・１学期期末考査 

（考査の分析） 

・提出物 

（記述の点検） 

・授業の取組 

（記述の確認） 

・授業の取組 

（行動の確認） 

 

 

８ 

・ 

９ 

３編 ヒトの体の調節 

 

1 章 ヒトの体を調節

するしくみ 

・体内循環 

・神経系による情報遺伝 

・内分泌系による情報遺伝 

・血糖濃度の調節 

１２ ・２学期中間考査 

（考査の分析） 

・提出物 

（記述の点検） 

・授業の取組 

（記述の確認） 

・授業の取組 

（行動の確認） 

  

 

10 

・ 

11 

2章 免疫のはたらき ・免疫のしくみ 

・免疫の応用 

・免疫とさまざまな疾患 

１６ ・２学期期末考査 

（考査の分析） 

・提出物 

（記述の点検） 

・授業の取組 

（記述の確認） 

・授業の取組 

（行動の確認） 



12 

・ 

１ 

・ 

２ 

・ 

３ 

４編 生物の多様性と

生態系 

1章 植生と遷移 

2 章 生態系と生物の

多様性 

 

結章 生物基礎と私た

ち 

・身のまわりの植生 

・植生の遷移 

・遷移とバイオファーム 

・生態系における生物の多様性 

・生態系における生物間の関係 

・生態系と人為的攪乱 

・生態系の保全 

 

１８ ・３学期学年末考査 

（考査の分析） 

・提出物 

（記述の点検） 

・授業の取組 

（記述の確認） 

・授業の取組 

（行動の確認 

   計７０時間（50分授業） 

 

７ 課題･提出物等 

・各考査終了後、副教材・演習プリントの提出があります。 
・実習を行った際には、レポート提出があります。 

 

８ 担当者からの一言 

テストが苦手とあきらめることなく何度も授業プリントや副教材・演習プリントを繰り返しやれば、生物基礎が
理解できるようになります。また、教科書の単語を覚えるだけでなく、周りの自然もよく見て下さい。そこには
教科書に載っていたことが現れていることが多くあります。新しい発見に感動する心を忘れなければきっと理科
が好きになるはずです。                            （担当：山家 真奈美） 

 

 

 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　運動の合理的・計画的な実践を通して、
運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯に
わたって運動を豊かに継続することができ
るようにするために、運動の多様性や体力
の必要性について理解しているとともに、
それらの技能を身に付けている。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて思考し判断するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。

　生涯にわたって継続して運動に親しむた
めに、運動における競争や協働の経験を通
して、公正に取り組む、互いに協力する、自
己の責任を果たす、参画する、一人一人の
違いを大切にするとともに、健康・安全を確
保しようとしている。

・授業前後の移動や着替えを早くし、チャイムスタートを目指します。
・頭髪を整えるとともに体操着や靴を正しく着用させ、規律正しくかつ安全に授業に参加する態度を育てます。
・大きな声で点呼や体操を行うことを目指します。（号令に合わせて体操、ストレッチができるようになることを目指
　します。）
・トレーニングを毎時間実施し、基礎体力の向上を目指します。

使用教科書 大修館書店「現代高等保健体育　改訂版」

副 教 材 等 大修館書店「現代高等保健体育ノート　改訂版」

　１　グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

グラデュエーション・ポリシー

卒業までに次の資質・能力を育成する。
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成する。
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。

カリキュラム・ポリシー

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。
③生徒の主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことできる行事運営を行います。
⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。

　２　学習目標

　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として
捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能
力を育成することを目指す。
(1)運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身につけようとす
る。
(2)生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。
(3)運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人
一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親
しむ態度を養う。

　３　指導の重点

令和８年度シラバス（保健体育） 学番40　新潟県立正徳館高等学校

教科(科目) 保健体育（体育） 単位数 3 学年 1学年

　４　評価の観点の趣旨



教科書
副教材

観察
技術テスト
学習カード

10
11

球技・武道選択Ⅰ
バスケットボール
バレーボール
柔道

18

球技
（ゴール型）
（ネット型）
柔道

教科書
副教材

バスケットボール・バレーボールでは、
基礎・基本の技術を習得し、連携プレー
でゲームが進められるようにする。ルー
ルを理解し、チームとして組織的な攻
撃・防御が展開できるようにする。

柔道では、わが国固有の文化を理解
し、それに基づく行動の仕方を身に付け
る。基本動作から、相手の多様な動きに
応じた攻防を展開できるようにする。

２領域選択Ⅰ
陸上競技（走種目）
ダンス

3 体育理論
教科書
副教材

・スポーツの始まりと変遷
・文化としてのスポーツ
・オリンピックとパラリンピックの意義

課題プリント
観察

15
陸上競技
ダンス

教科書
副教材

陸上競技では、記録の向上、競争の楽
しさや喜びを味わい、各種目の特有の
技能を高める。

ダンスでは、特性を理解し、自己の課題
をもって、いろいろなテーマで即興表現
を工夫したりして技能を高める。

観察
記録の計測
技能の習得
学習ノート

健康の保持増進や体力の向上を図る。自己
の体力、生活に応じた課題を持ち、様々な
運動を行う。

観察
学習ノート

９

陸上競技
（長距離走）

9 陸上競技
教科書
副教材

自己に適したペースを維持して、長い距
離を走り通し、記録を短縮したり、競争し
たりできるようにする。

観察
記録の計測
技能の習得
学習ノート

体つくり運動 3 体つくり運動

体つくり運動
教科書
副教材

体つくり運動の行い方を学び、体力の向上
を図る。自己の体力、生活に応じた課題を
持ち、様々な運動を行う。

観察
学習ノート

２領域選択Ⅱ
陸上競技
（跳・投種目）
ダンス

スポーツの発祥と発展

６
７

14
陸上競技
ダンス

教科書
副教材

陸上競技では、記録の向上、競争の楽
しさや喜びを味わい、各種目の特有の
技能を高める。

ダンスでは、特性を理解し、いろいろなリ
ズムを通して自己の能力に応じた課題
をテーマに技能を高める。

観察
記録の計測
技能の習得
学習ノート

単元名

４
５

　６　学習計画

月

　５　評価方法

評
　
価
　
方
　
法

　各観点における評価方法は次のとおりです。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

以上の観点を踏まえ、
　・技能の習得状況の観察
　・技能テスト
　・課題プリントの分析
　・学習カードの記述の分析
　・レポート等の提出物の内容
などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、
　・課題プリントの分析
　・学習カードの記述の分析
　・ペアワークやグループワークで
　の発言や取組の観察
　・レポート等の提出物の内容
などから、評価します。

以上を踏まえ、
　・ペアワークやグループワークで
　の発言や取組（他者や仲間への
　関わり方等）の観察
　・学習カードの記述の分析
　・レポート等の提出物の内容
などから、評価します。

　内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

授業
時数

領域 教材 学習活動（指導内容） 評価方法

体つくり運動 7



計１０５時間（５０分）

バスケットボール・バレーボールでは、
基礎・基本の技術を習得し、連携プレー
でゲームが進められるようにする。ルー
ルを理解し、チームとして組織的な攻
撃・防御が展開できるようにする。

バドミントン・卓球では、基礎・基本の技
術を習得し、ゲームが進められるように
する。ルールを理解し、シングルスやダ
ブルスで相手に応じた攻撃・防御が展
開できるようにする。

観察
技術テスト
学習カード

３ スポーツの発祥と発展 3 体育理論
教科書
副教材

・スポーツが経済に及ぼす効果
・スポーツの高潔さとドーピング
・スポーツと環境

課題プリント
観察

１
２
３

球技選択
バスケットボール
バレーボール
バドミントン
卓球

15

球技
（ゴール型）
（ネット型）

教科書
副教材

観察
学習ノート

１ 体つくり運動 2 体つくり運動
教科書
副教材

健康の保持増進や体力の向上を図る。自己
の体力、生活に応じた課題を持ち、様々な
運動を行う。

球技・武道選Ⅱ
バドミントン
卓球
柔道

16
球技
（ネット型）
柔道

教科書
副教材

バドミントン・卓球では、基礎・基本の技
術を習得し、ゲームが進められるように
する。ルールを理解し、シングルスやダ
ブルスで相手に応じた攻撃・防御が展
開できるようにする。

柔道では、わが国固有の文化を理解
し、それに基づく行動の仕方を身に付け
る。基本動作から、相手の多様な動きに
応じた攻防を展開できるようにする。

観察
技術テスト
学習カード

11
12
１

　７　課題・提出物等

　・　学習カードの記入・提出があります。
　・　体育理論では、課題プリントの提出があります。

　８　担当者からの一言

　・　常に技能の向上に努め、他者とのコミュニケーションを図れるようになってください。
　・　健康や安全に注意して、怪我がないようにしましょう。



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　個人及び社会生活における健康・安
全について理解を深めているとともに、
技能を身に付けている。

　健康についての自他や社会の課題
を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて思考し判断しているとともに、
目的や状況に応じて他者に伝えてい
る。

　生涯を通じて自他の健康の保持増進や
それを支える環境づくりを目指し、明るく豊
かで活力ある生活を営むための学習に主
体的に取り組もうとしている。

・授業開始前に教科書、ノートを準備し、授業者の説明をしっかり聞く態度を身につけることを目指します。
・板書をきちんとノートに写す態度を身につけることを目指します。
・保健用語の理解と読み書き取りの習得を目指します。
・現在及び将来の生活において、健康及び安全の課題に直面した場合に、的確な思考、判断に基づいて適切な
 意志決定を行い、行動選択できる能力の習得を目指します。

　４　評価の観点の趣旨

　２　学習目標

　保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が
自らの環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。
(1)個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。
(2)健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目的や状況に
応じて他者に伝える力を養う。
(3)生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

　３　指導の重点

令和８年度シラバス（保健体育） 学番40　新潟県立正徳館高等学校

教科(科目) 保健体育（保健） 単位数 1 学年 1学年

使用教科書 大修館書店「現代高等保健体育　改訂版」

副 教 材 等 大修館書店「現代高等保健体育ノート　改訂版」

　１　グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

グラデュエーション・ポリシー

卒業までに次の資質・能力を育成する。
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成する。
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。

カリキュラム・ポリシー

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。
③生徒の主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことできる行事運営を行います。
⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。



7

06 運動と健康

07 食事と健康

08 休養・睡眠と健康

３
教科書
副教材

３
教科書
副教材

04  がんの種類や原因について説明
　　できるようになる。がんの一次予
　　備、二次予防について説明できる
　　ようになる。

05　がんのおもな治療法や緩和ケア
　　について説明できるようになる。が
　　ん検診の普及や情報サービスの整
　　美などの社会的な対策について説
　　明できるようになる。

観察
授業の取組

06　運動と健康の関係について説明
　　できるようになる。目的に応じた健
　　康的な運動のしかたについて説明
　　できるようになる。

07　食事と健康の関係について説明
　　できるようになる。健康的な食事の
　　 とり方について説明できるようにな
　　る。

08　休養と健康及び適切な休養のと
　　り方について説明できるようにな
　　る。睡眠と健康の関係及び健康に
　　よい睡眠のとり方について説明でき
　　るようになる。

観察
授業の取組

01　さなざまな健康の考え方について
　　説明できるようになる。健康を成し
　　立たせている要因について説明で
　　きるようになる。

観察
授業の取組

04 がんの原因と予防

05 がんの治療と回復

４

02 私たちの健康
　　のすがた

03 生活習慣の予防
　　と回復

２
教科書
副教材

02  わが国の健康水準の変化とその背
　　景について説明できるようになる。
　　わが国の現在の健康問題について
　　説明できるようになる。

03　生活習慣病の種類と要因につい
　　て説明できるようになる。生活習慣
　　病の一次予防、二次予防について
    説明できるようになる。

観察
授業の取組
課題プリントの提出等

５

６

定期考査 １
ペーパーテスト
提出物の確認等

１単元
現代社会

と
健康

単元名

　６　学習計画

月

　５　評価方法

評
　
価
　
方
　
法

　各観点における評価方法は次のとおりです。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

以上の観点を踏まえ、
　・技能の習得状況の観察
　・技能テスト
　・ペーパーテストの分析
　・学習カードの記述の分析
　・レポート等の提出物の内容
などから、評価します。

以上の観点を踏まえ、
　・ペーパーテストの分析
　・学習カードの記述の分析
　・ペアワークやグループワークで
　の発言や取組の観察
　・レポート等の提出物の内容
などから、評価します。

以上を踏まえ、
　・ペアワークやグループワークで
　の発言や取組（他者や仲間への
　関わり方等）の観察
　・学習カードの記述の分析
　・レポート等の提出物の内容
などから、評価します。

　内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」
で評価します。内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

授業
時数

領域 教材 学習活動（指導内容） 評価方法

01 健康の考え方
　　と成り立ち

２
教科書
副教材



教科書
副教材

３

14  精神疾患の治療について説明
　　できるようになる。精神疾患の適切
　　な治療や回復のためには、どのよう
　　な社会環境が必要か説明できるよ
　　うになる。
　
15　感染症とは何かについて潜伏期
　　間や感染力なども含め説明できる
　　ようになる。新興感染症と再興感染
　　症が流行する要因を説明できるよ
　　うになる。

観察
授業の取組
定期考査

定期考査 １
ペーパーテスト
提出物の確認等

１単元
現代社会

と
健康

１単元
現代社会

11

12

16 感染症の予防

17 性感染症・エイズ
　　とその予防

３
教科書
副教材

16  感染症の予防対策について３原
　　則から説明できるようになる。感染
　　症への個人と社会の対策について
　　説明できるようになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
性感染症・エイズが他の感染症と
　　異なる点について説明できるように
　　なる。性感染症・エイズの予防とそ
　　の対策について個人と社会に分け
　　て説明できるようになる。

観察
授業の取組

９

09 喫煙と健康

10 飲酒と健康

11 薬物乱用と健康

３
教科書
副教材

09  喫煙者やその周囲の人に起こる
　　害について説明できるようになる。
　　喫煙対策について、個人と社会
　　に分けて説明できるようになる。
　

10　飲酒による健康への短期的影響
　　と長期的影響について説明でき
　　るようになる。飲酒による健康問題
　　に対する個人や社会環境への対
　　策について説明できるようになる。

11　薬物乱用が心身の健康や社会
　　に及ぼす影響について説明できる
　　ようになる。薬物乱用防止のための
　　個人や社会環境への対策例をあ
　　げることができるようになる。

観察
授業の取組
課題プリントの提出等

10

12 精神疾患の特徴

13 精神疾患の予防 ４
教科書
副教材

12  精神疾患の例をあげ、発病の要
　　因とおもな症状について説明でき
　　るようになる。現代社会における
　　精神保健の課題をあげることがで
　　きる。

13　精神疾患を予防する方法につい
　　て説明できるようになる。精神疾患
　　の早期発見のために必要なことに
　　ついて説明できるようになる。

観察
授業の取組

14 精神疾患からの
　　回復

15 現代の感染症



定期考査 １
ペーパーテスト
提出物の確認等

２

３

04 応急手当の意義
　　とその基本

05 日常的な応急
　　手当

06 心肺蘇生法

3
教科書
副教材

04  応急手当の意義について説明
　　できるようになる。傷病者を発見
　　したときに、確認・観察するポイ
　　ントについて説明できるようになる。

　

05　日常的なけがや熱中症の応急
　　手当の手順や方法について
　　説明できるようになる。実際に、
　　日常的なけがや熱中症の応急
　　手当ができる。

11　心肺蘇生の方法と手順について
　　説明できるようになる。実際に、心
　　肺蘇生法をおこなうことができる。

観察
授業の取組
課題プリントの提出等

２単元
安全な

社会生活

２単元
安全な

社会生活

１

18 健康に関する意
　　思決定・行動選択

19 健康に関する環
　　境づくり ３

教科書
副教材

18  意思決定・行動選択に影響を与え
　　る要因について説明できるようにな
　　る。健康に関する適切な意思決
　　定・行動選択の際の工夫について
　　説明できるようになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
社会環境の健康への影響につい
　　て説明できるようになる。ヘルスプ
　　ロモーションの考え方のもとづく環
　　境づくりの特徴について説明でき
　　るようになる。

観察
授業の取組
課題プリントの提出等

01 事故の現状と
　　発生要因

02 安全な社会の
　　形成

03 交通における
　　安全

３
教科書
副教材

01  事故の実態と被害の実態につい
　　て説明できるようになる。事故の
　　発せには人的要因と環境要因が
　　関連しているこについて説明で
　　きるようになる。
　

02　安全のために必要な個人の行動
　　について説明できるようになる。
　　すべての人たちの安全を確保
　　するために必要な環境整備に
　　ついて説明できるようになる。

03　交通事故防止における個人の
　　取組交通環境の整備について
　　説明できるようになる。交通事故
　　における責任を３つに分けて説
　　明できるようになる。

観察
授業の取組

現代社会
と

健康

　７　課題・提出物等

計3５時間（５０分）

　・　各単元ごとに保健ノート、プリントなどの提出があります。

　８　担当者からの一言

　・　学習した知識や技能を日常生活に活かしてください。
　・　生活習慣の改善や健康の保持増進を図るよう努力してください。



令和８年度シラバス（芸術）     学番40 新潟県立正徳館高等学校  

教科(科目) 芸術（美術Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 日本文教出版『新・高校生の美術１』 

副教材等  

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 
③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことができ
る行事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標 

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と
幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1)対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的に表

すことができるようにする。 
(2)造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的に発送し構想を

練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 
(3)主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文

化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

３ 指導の重点 

①美術表現技法の基礎知識に関する学習、および課題制作によって、美術表現の知識と技術を育成します。 
②教材による美術鑑賞によって、美術の歴史や文化に関する知識を深めることを目指します。 
③机間巡視を行い、各々の作業進行度に合わせた指導をすることで、課題に取り組みやすくすることを目指します。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解

を深めている。 

・創造的な美術の表現をするために必要な技能を

身に付け、意図に応じて表現方法を創意工夫し、

表している。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な

工夫、美術の働きなどについて考えるとともに、

主題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術

文化に対する見方や感じ方を深めたりしている。 

・美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及

び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。 

 

 

 

 



５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

・実技課題 

・提出物 

 などから評価します。 

 

・授業中の取り組みの観察 

・実技課題 

・提出物 

 などから評価します。 

 

・授業中の取り組みの観察 

・実技課題 

・提出物 

 などから評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点 

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

  月 単元名 授業時間 教材 学習活動(指導内容) 評価方法 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

７ 

～ 

９ 

オリエンテーション 

 

デッサン 

 

色彩の基礎 

 

絵の具の技法 

 

シンボルマーク 

 

美術鑑賞 

 

地元のマスコッ

トキャラクター 

２ 

 

６ 絵画・彫刻 

 

２ 絵画・彫刻 

 

２ 絵画・彫刻 

 

２ デザイン 

 

２ 鑑賞 

 

16 デザイン 

教科書、鉛筆 

 

教科書、画用紙、鉛筆 

 

教科書、アクリルガッシュ 

 

教科書、アクリルガッシュ 

 

教科書、アクリルガッシュ 

 

教科書、DVD 

 

教科書、粘土、アクリルガ

ッシュ 

授業での注意事項、道具の扱い等の説明。 

 

モチーフを観察し、鉛筆で描写する。 

 

色彩の基礎について学ぶ。 

 

モダンテクニックなど、絵の具の表現技法を学ぶ。 

 

文字と図を組み合わせてデザインする。 

 

教材による美術作品の鑑賞を行う。 

 

地元について調べ、マスコットキャラクターをデ

ザインする。 

授業の取組 

 

課題提出、授業の取組 

 

課題提出、授業の取組 

 

課題提出、授業の取組 

 

課題提出、授業の取組 

 

授業の取組、提出物 

 

課題提出、授業の取組 

 

10 

～ 

12 

木彫 22 絵画・彫刻 教科書、木材 身近な道具を木材で制作する。 課題提出、授業の取組 

 

１

～ 

３ 

自己を表現する 

 

ランプシェード

をつくろう 

10 鑑賞 

絵画・彫刻 

 

6  デザイン 

教科書、鉛筆、アクリルガ

ッシュ 

 

教科書、和紙、LEDライト 

鉛筆や絵の具を用いて自画像を制作する。 

 

 

和紙を用いてランプシェードを制作する。 

課題提出、授業の取組 

 

 

課題提出、授業の取組 

計70時間（50分授業） 
 

７ 課題･提出物等 

・各課題の制作物を提出する。 

・課題ごとに作成したアイデアスケッチを提出する。 

・ワークシートの記入を課した単元では、それを提出する。 

 

８ 担当者からの一言 

美術の基礎的な知識や技術を身に付けることを前提に、各々が持つ感性を引き出せるよう指導していきたいと 
思います。授業での表現活動や鑑賞することを楽しみながら、美術や美術文化への興味・関心の向上を目指し 
ます。美術は今後の人生をより豊かに彩ってくれるものと信じています。親しみを持って取り組んでいきまし 
ょう。 

（担当：本田 貴哉） 
 



令和８年度シラバス（芸術）     学番40 新潟県立正徳館高等学校  

教科(科目) 芸術（音楽Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 教育出版『音楽Ⅰ 改訂版 Tutti＋』 

副教材等 教育芸術社『 音楽の鑑賞資料と基礎学習 』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーション・ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 
③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことができ
る行事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標         

音や音楽が醸し出す良さや美しさを感じ取り、幅広い活動を通して個性を生かしながら表現したり鑑賞したりする力を育
成することを目指す。 
(1)思いや意図を持って、表現活動・鑑賞活動をさせるようにする。 
(2)音や音楽を知覚・感受して、思考や判断し表現する活動を通し、創造的な力を育む。 
(3)生活や社会とのかかわりを考え、音環境への関心を高めるとともに、音楽の知的財産権を尊重するようにする。 
(4)文化的・歴史的背景など広い視野で音楽を捉え、我が国及び諸外国の音楽文化への理解を深める。 

 

３ 指導の重点                  

生涯にわたって主体的に音楽を愛好していこうとする心情の育成に努めるために、 
① 日ごろ親しんでいる音楽だけでなく、日本や世界の様々な音楽を幅広く体験させる。 
② 発声法を学ぶとともに、歌詞の内容や背景と関わらせた曲想をイメージした歌唱表現を目指す。 
③ さまざまな楽器に親しみ、その基礎的な奏法を身に付け器楽演奏をする。 
④ 音楽を形作っている諸要素や歴史的背景を学び、それらが楽曲をどのように特徴付けているかに気づき、創造的な表

現や鑑賞活動に繋げる。 
⑤ 自分や社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現の共通性や固有性について考えさせる。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・歌唱に必要な体の使い方や発声方法
を身につけようとしている。 
・器楽演奏に必要な奏法を身につけよ
うとしている。 
・音楽を形作っている諸要素や歴史的
背景を学び、理解しようとしている。 

・音楽を形作る諸要素を知覚し、それ
らの働きを感受しながら、身につけた
演奏技術を用いて、表現意図を持ち演
奏しようとしている。 

・どのような楽曲やどのような課題に
対しても、広い視野を持ち、主体的・協
働的に音楽活動に取り組もうとしてい
る。 

 

 

 



５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

① 歌唱実技テスト 
② 楽器演奏実技テスト 
③ ペーパーテスト 
④ レポートなど提出物 

などから、評価します。 

① 授業中の取り組みの観察と 

実技テスト 

② ペーパーテスト 

③ レポートなど提出物 

などから､評価します｡  

① 授業中の取り組みの観察と 
実技テスト 

② ペーパーテスト 
③ レポートなど提出物 

などから､評価します｡ 

内容のまとまりごとに、各観点 

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

  月 単元名 授 業

時数 

教材 学習活動(指導内容) 評価方法 

４ 

～ 

５ 

芸術音楽で学習するこ

と 

 

体の使い方と発声法 

 

楽譜を読む① 

 

 

リコーダーに親しむ 

１ 

 

 

４ 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

・校歌 

・J-pop 

・副教材 

 

 

・ペツォールトの

メヌエット 

・中学校までの音楽の授業内容を確認し、これから１年間で

取り組む内容を理解する。 

 

・基礎発声練習や親しみやすい J-pop を用いて体の使い方

を考える。 

・楽譜に関する知識を養う。 

・編曲をして創作する。 

 

・今まで慣れ親しんできた学期で協働的に音楽に親しむ。 

 

 

 

①,②,③ 

実技テスト 

①,②,③ 

ペーパーテスト 

①,②,③ 

グループ発表 

６

～ 

７ 

日本歌曲 

～日本語の美しさを感

じ取る～ 

 

ハーモニーを奏でる 

 

ミュージカルの鑑賞 

 

 

楽譜を読む② 

４ 

 

 

 

４ 

 

２ 

 

 

２ 

・浜辺の歌 

 

 

 

・パッヘルベルの

カノン 

・ミュージカル作

品 

 

・副教材 

・歌詞の内容、曲想に合わせた発声などを考える。 

・旋律、速度、強弱を知覚し、自ら味わい表現を考える。 

 

・カノンという形式の特性を生かした演奏をする。 

 

・協働的に音楽活動に取り組む。 

・鑑賞をとおし、歌唱とは、表現とはどのようなものか考え、

作品を味わう。 

・楽譜に関する知識を養う。 

①,②,③ 

実技テスト 

 

 

①,②,③ 

グループ発表 

 

①,②,③ 

レポート提出 

①,②,③ 

ペーパーテスト 

９

～

10 

 

ミュージックベルに親

しむ 

14 ・Jupiter ・協働的に音楽活動に取り組む。 

・学期の特性に理解した演奏を目指す。 

・楽興行事でもあるフェスティバルに参加することで、達成

感や人前で演奏する喜びを味わう。 

・練習創作をすることで仲間との連帯感や責任感を養う。 

①,②,③,④ 

レポート提出 

グループ発表 



11 

～ 

12 

イタリア歌曲に触れる 

 

 

 

クラシックギターを弾

こう 

 

楽譜を読む③ 

 

オペラ鑑賞 

５ 

 

 

 

８ 

 

 

３ 

 

２ 

・Santa Lucia 

 

 

 

・練習曲教材 

 

 

・副教材 

 

・魔笛 

・曲想と音楽の構造や、歌詞とのかかわり、言葉の特性を理

解する。 

・曲にふさわしい体の使い方や発声法、言葉の発音などの技

能を身に付ける。 

・独奏曲を練習し、基本的な奏法を身に付ける。 

 

 

・楽譜に関する知識を養う。 

 

・鑑賞を通し、歌唱や表現とはどのようなものか考え、作品

を味わう。 

①,②,③ 

実技テスト 

 

 

①,②,③ 

演奏発表 

 

①,②,③ 

ペーパーテスト 

①,②,③ 

レポート提出 

１ 

～ 

３ 

篠笛をふこう 

 

プレゼン形式での発表 

８ 

 

６ 

 

・篠笛の本 

 

・インターネット

等 

 

・和の心を感じ、西洋音楽と響きの違いを養う。 

 

・自分の好きな音楽のジャンルを深掘りすること、メディア

リテラシーや人前で発表することで、今後の社会生活を考

える。 

①,②,③ 

実技テスト 

①,②,③ 

ペーパーテスト 

個人発表 

 

                                    計70時間（50分授業） 
 

７ 課題･提出物等 

・実技系の単元ごとに、実技テストや発表を行う。 

・学期ごとにそれまでの学習内容に関するレポートを提出する。 

・その他のレポートや作品を課した単元は、それを提出する。 

 

８ 担当者からの一言 

高校では、教科名「芸術」科目名「音楽」となります。 
中学校までの音楽で学んだことを生かしながら前向きに、そして楽しみながらレベルアップを目指して一緒に取
り組んでいきましょう。                            （担当：浅野 加歩里） 

 

 



令和８年度シラバス（芸術）     学番40 新潟県立正徳館高等学校  

教科(科目) 芸術（書道Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 光村図書『書Ⅰ』 

副教材等 教育図書『ペン習字の基礎』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 
③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことができ
る行事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標 

 書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く
関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
（1）書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，
効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。 

（2）書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，
書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。 

（3）主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文
化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

３ 指導の重点 

・毎時間の目標にしたがって作品を制作し、提出できるようになることを目指す。 
・机間巡視による個別指導で、基礎的用筆法・技術の習得を目指す。 
・自己評価カードにより古典の鑑賞・理解を深めるとともに、作品制作に対する反省点を把握し、意欲を引き出すことを
目指す。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・書の表現の方法や形式、書表現の多
様性について、書の創造的活動を通
して理解を深めている。 

・書の伝統に基づき、作品を効果的・創
造的に表現するために必要な技能を
身に付け、表している。 

書のよさや美しさを感受し、意図に
基づいて創造的に構想し個性豊かに表
現を工夫したり、作品や書の伝統と文
化の意味や価値を考え、書の美を味わ
い深く捉えたりしている。 

書の伝統や文化と豊かに関わり自主
的に表現及び鑑賞の創造的活動に取り
組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 



 

５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

・提出作品、作品ファイル 

・ワークシート 

・「学習の記録」による学習過程 

・「学習のまとめ」の内容 

などから、評価します。 

・提出作品、活動の様子 

・「学習の記録」による学習過程 

・作品ファイル、ワークシート 

「学習のまとめ」の内容 

などから､評価します｡ 

活動の様子 
・提出作品、作品ファイル 
・ワークシート、鑑賞カード 
・「学習記録」による学習過程 

などから､評価します｡  

内容のまとまりごとに、各観点 

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

  月 単元名 授業時数と領域 教材 学習活動(指導内容) 評価の

観点 

評価方法 

４ 書写から

書道へ 

４ 

オリエンテーシ

ョン 

用具用材 

用具用材 

姿勢特筆

方 

・先人の作品から、信条や人間性を汲

み取る。 

・筆の持ち方や姿勢について。 

・具用材の特性を知り、表現の違いを

知る。 

b 

c 

鑑賞レポート 

ワークシート 

提出作品 

学習記録 

５ 漢字の書 16 

・楷書の用筆、

字形 

・古典の基本的

な点画、表し方 

九成宮醴

泉 

孔子廟堂

碑 

・基本的書道用語、漢字の成立と変遷

について理解する。 

・楷書の特徴を知り、用筆、字形の取

り方を理解する。 

a 

 

 

b 

提出作品 

学習記録 

ワークシート 

学習活動の様子 

６ 孟法子碑 

造像記 

・「造像記」の方形に構えた字形を基に

刻字を制作する。 

a 

b 

c 

制作カード 

学習活動の様子 

学習記録 

７ 創作をし

よう（楷

書）鑑賞 

８ 

楷書創作 

（２～３字） 

楷書 

（２字） 

・採択の技法を知る。 b 制作カード 

学習活動の様子 

９ 行書の古

典を学ぼ

う 

６ 

古典の基本的な

点画、表し方 

蘭亭序 ・古典の特徴や技法を生かして制作す

る。 

・行書を知り、行書の特徴を理解する。 

・行書の用筆、字形のとり方について

理解する。 

b 

c 

a 

制作カード 

ワークシート 

学習活動の様子 

提出作品 

10 創作をし

よう（行

書）鑑賞 

６ 

行書創作 

（四字熟語） 

風信帖 ・「風信帖」と空海について知る。 

・「風信帖」を臨書する。 

a 提出作品 

ワークシート 

鑑賞レポート 

11 篆刻、刻字

をしよう 

14 

・篆刻 

・刻字 

姓名印 ・落款印について知る。 

・篆刻の用具・材料や手順を知り、姓

名印を制作する。 

a 制作カード 

学習活動の様子 

12 造像記 b 

 

a 

提出作品 

ワークシート 

学習活動の様子 

学習記録 

１ 仮名の書

に親しも

う 

６ 

・仮名の用筆 

・単体、連綿鯛、

臨書 

仮名の基

本線 

いろは 

高野切第

三種 

・仮名の成立や仮名の種類について理

解する。 

・仮名の基本的な線、運筆について理

解し、練習する。 

・いろは帖の作成 



２ 生活の中

の書 

漢字仮名

交じり文 

10 

・構成の工夫、

形式 

・漢字仮名交じ

り文 

形状 

礼状 

のし袋 

これまで学んだことを日常に生かす。 

３ 

                                    計70時間（50分授業） 
 

７ 課題･提出物等 

・毎時間学習内容は「学習記録」に記録し、課題に応じて作品制作カード、および学習成果（作品）を提出する。 

・制作にあたり、どのようなことを表現、工夫をしたかを作品制作カードに記録していく。 

・学習成果（作品）提出前に書いたもの（試書）などをファイルしておく。 

・単元ごとに、「学習記録」・ファイル・試作カードとともに「学習のまとめ」を行い、自己評価する。 

・自分の作品や友人の作品に対する鑑賞がどのように深まっていったかを、鑑賞カードなどを用いて確認する。 

 

８ 担当者からの一言 

・「何ができるようになったか」を大切にしたいと思います。１時間の中での進歩、単元を通しての進歩、学期を通
しての進歩、そして、１年間の学習を通しての進歩が感じられるような学習の取り組みをしてください。 
・一人一人の個性を生かし、これを伸ばしていくことを学習の第一目標としています。練習する古典や題材とする
語句などについて、自分を最高に生かせる選択をしていきたいものです。 
・「書道Ⅰ」の学習を通して、生涯にわたり書を身近な存在として感じられるようになってほしいと思います。 

（担当：関川 正枝） 
 

 



令和８年度シラバス（外国語）     学番 40 新潟県立正徳館高等学校 

 

教科(科目) 外国語(英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ) 単位数 ４単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 東京書籍『Power On English CommunicationⅠRevised』 

副教材等 東京書籍『Power On English CommunicationⅠRevised Workbook』  

東京書籍『フェイバリット英単語・熟語 コーパス 1800 語 3rd Edition』 

東京書籍『フェイバリット英単語・熟語 コーパス 1800 語 チャンクマスター workbook 1』 

 

１グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーション・ポリ

シー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 
③生徒の主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことが
できる行事運営を行います。 
⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、

書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり

適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、 

読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて 

適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国 

語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用し 

て適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、 

自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

３ 指導の重点 

①積極的に言語活動を行い、コミュニケーションを図ろうとする態度を育てます。 

②中学校既習事項を含め、基本語彙、基本文法の定着を目指します。 

③英語の基本的なルールを学び、情報や考えなどを的確に理解する力を育てます。 

④話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に伝える力を育てます。 

⑤説明や物語などを聞き手に伝わるように音読できる力の習得を目指します。 

 

 

 

 

 



４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語

の働きなどについて理解を深めている

とともに、これらの知識を、聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによる

実際のコミュニケーションにおいて、

目的や場面、状況などに応じて適切に

活用できる技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場面、

状況などに応じて、日常的な話題や社会

的な話題について、外国語で情報や考え

などの概要や要点、詳細、話し手や書き

手の意図などを的確に理解したり、これ

らを活用して適切に表現したり伝え合

ったりしている。 

外国語の背景にある文化に対する理解を

深め、聞き手、読み手、話し手、書き手

に配慮しながら、主体的、自律的に外国

語を用いてコミュニケーションを図ろう

としている。 

 

５  評価方法 

  各観点における評価方法は次のとおりです。 

 知識・技能  a 思考・判断・表現  b 主体的に学習に取り組む態度 c 

評 

価 

方 

法 

以上の観点を踏まえ、 

・ペーパーテストの分析 

・言語活動の取り組み状況の観察 

・課題や提出物などの内容の確認 

 

などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 

・ペーパーテスト、パフォーマンステスト 

の分析 

・言語活動の取り組み状況の観察 

・ワークシートや提出物などの内容の確    

 認 

などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 

・授業中の発言、発表や討論への取り

組みの観察 

・パフォーマンステストの分析 

・ワークシートや提出物、振り返りシ

ートの記述の分析 

などから、評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点 

「A:十分満足できる」、「B:おおむね満足できる」、「C:努力を要する」 

で評価します。内容のまとまりごとの評価基準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画                              

月 単元名 授業時数 教材名 学習活動(指導内容) 観点 評価方法 

４ Pre L1-5 
Lesson 1 

12 
 

Japan’s New Tourism ・現在形・過去形・進行形・助動詞の意味、

用法を理解する。 
・自分が住む地域の魅力を紹介する。 

a 
 
b、 c 

課題考査 
中間考査 
単語テスト 
発表 
課題提出 
授業の取組 

５ Lesson 2 12  
 
 

Light from Creatures ・受け身、現在完了形、現在完了進行形の用

法を理解する。 
・マキガイについて、視覚資料を用いて説明

する。 

a 
 
b、c 

６ Lesson 3 15 One Small Goal  
at a Time 
 

・動名詞、不定詞、S＋V＋O〔that 節〕の文

の用法を理解し、使用する。 
・野球選手の吉田正尚選手について、新聞記

事を作って魅力を伝える。 

a 
 
b、c 

期末考査 
課題提出 
単語テスト 
パフォーマ

ンステスト 
授業の取組 

７ Lesson 4 12 
 

Miniature Life 
 

・後置修飾の現在分詞、過去分詞、 
比較級・最上級を理解、利用する。 

・田中達也さんのミニチュア写真について調

べ、発表する。 

a 
 
b、c 



８ 
 
 
９ 

Summer 
Reading 
 
Lesson 5 
 

20 
 

Mama’s Bank Account 
 
 
Banana Paper 

・文や段落の繋がりを理解し、登場人物の心

情や物語の状況をとらえる。 
 
・関係代名詞(主格、目的格)、S＋seem +to 不

定詞を理解する。 
・バナナペーパーの販売用チラシを作って

PR する。 

a、b 
 
 
a 
b 
c 

課題テスト 
中間考査 
 
課題提出 
単語テスト 
授業の取組 

10 Lesson 6 12 
 
 

Patterns in Human 
Behavior 

・It＋be 動詞＋形容詞＋that 節、S＋V[be 動 
詞以外]＋C、S＋V＋O＋C〔形容詞〕を理 
解する。 

・買い過ぎを防ぐ方法を考え、理由を示しな

がら説明する。 

a 
b 
c 

11 Lesson 7 15 
 

No plastic or No Future ・関係副詞 where、when 、関係代名詞 what
の用法を理解する。 

・プラスチックごみを利用した事例につい

て、新聞記事を書いて発表する。 

a 
b、c 

期末考査 
課題提出 
単語テスト 
パフォーマ

ンステスト 
授業の取組 

12 Lesson 9 
 

12 
 

Oh My Cod! ・分詞構文（～ing）、関係代名詞の非制限用法、

過去完了形の文を理解する。 
・漁獲量のグラフを読み取り、クロマグロの現

状について発表する。 

a 
b 
c 

１ Lesson 9 
 

12 
 

Is Esports a Real 
Sport? 

・知覚、使役動詞を用いた文、if 節を用いた文

を理解し、使う。 
・e スポーツクラブ設立に関し、意見の異なる

相手を説得する。 

a 
b 
c 

課題テスト 
学年末考査 
課題提出 
単語テスト 
パフォーマ

ンステスト 
授業の取組 

２ Lesson 10 10 
 

Never Too Late to  
Learn and Relearn 

・仮定法過去を用いた文の理解し、使う。 
・篠原ともえさんについて、ゲスト紹介文を

作って発表する。  

a、b 
c 

３ Optional 
Reading 

8 The Corgi and the 
Queen 

文や段落の繫がりを理解しながら、登場人物

の心情を捉える。 
a 
b 

          計 140 時間（50 分授業） 

７ 課題･提出物等 

・課題（長期休業中や単元について）、プリント、ワークブック等の提出があります。週 1 回単語テストを行います。 

 

８ 担当者からの一言 

 英語コミュニケーションⅠでは、中学校で身につけた基礎的な能力を発展させていくことを目標にしていま
す。朝学習や授業、家庭学習を通して総合的に単語力・文法力・語彙力の向上を図り、英語を使って積極的に表
現しようとする態度を身につけることを目指します。  

（担当：柿﨑 新世、田丸 和子） 

 



令和８年度シラバス（家庭）     学番40 新潟県立正徳館高等学校  

教科(科目) 家庭(家庭基礎) 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 実教出版『新図説 家庭基礎』 

副教材等  

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 
③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことができ
る行事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標 

 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の

構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

(1)人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な基礎的な

理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。  

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、

考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。  
(3)様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生
活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。  

 

 

 

 

３ 指導の重点 

・自分、家庭、家族の大切さを学習し、家庭生活と職業生活のあり方について考え、認識させる  
・子どもの育つ力のすばらしさ、乳幼児期の発達の特徴が人間の発達の基礎となることを認識させる  
・高齢者の生活と現状を理解し、支える福祉のあり方、介助の方法を考え、理解させる  
・食べること、栄養、食品の特性と発展させて理解できるようにし、調理について基本的な技術が身につくよう指導し、
ホームプロジェクトも実施する 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食

住、消費生活・環境などについて、生活

を主体的に営むために必要な基礎的な

理解を図るとともに、それらに係る技

能を身に付けている。 

家庭や地域及び社会における生活の
中から問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを根拠に基づいて論
理的に表現するなど、生涯を見通して
課題を解決する力を身に付けている。 

様々な人々と協働し、よりよい社会
の構築に向けて、地域社会に参画しよ
うとするとともに、自分や家庭、地域
の生活の充実向上を図ろうとする実践
的な態度を身に付けようとしている。  

 



５ 評価方法 

評 

 

価 

 

方 

 

法 

各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・提出物の分析 

・ペーパーテストの分析 

・実習の様子などから、評価します。  

・提出物の分析 

・ペーパーテストの分析 

・実習の様子などから、評価します。   

・授業の取組 

・実習の様子などから、評価します。  

内容のまとまりごとに、各観点 

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

月 単元名 教材名 学習活動(指導内容) 時

間 

評価方法 

4 

5 

第1編 第1章  

自分らしい生き方と家族 

教科書 

プリント 

・生涯発達をライフステージごとに理解し、生活設計につ

いて考える 

・ホームプロジェクトを日常生活の中で意識させ後日実施 

５ 

８ 

授業の取組 

 

プリント提出 

6 

7 

第2章 

子どもとかかわる 

教科書 

プリント 

・子どもの身体の成長発達の特徴を理解し、発達段階や個

性に応じて保育のあり方について知る 

・子育ての環境、社会、福祉について知る 

７ 

４ 

授業の取組 

プリント提出 

定期考査   １  

9 

10 

11 

第3章 

高齢者とかかわる 

第4章 

社会とかかわる 

第2編第1章 

食生活を作る 

教科書 

プリント 

・高齢者の心身の特徴、生活を知り、課題について考える 

・社会保障制度や社会支援について理解する 

・社会福祉結愛障害を通しての社会保障制度のしくみにつ

いて、現在の生活課題と関連させながら考えることができ

る 

７

８ 

授業の取組 

 

プリント提出 

12 第1章 

食生活を作る 

教科書 

プリント 

・現代の食生活の問題点について、各自分析し自らの食生

活について考える 

・調理実習（４回） 

・身近な生活から課題を見出し、解決方法を考え計画実践

反省評価をおこなう 

７ 

４ 

授業の取組 

課題提出 

 定期考査   １  

1 

2 

3 

第2章 

衣生活をつくる 

第3章 

住生活をつくる 

第3編第1章 

消費行動を考える 

第2章 

経済的に自立する 

教科書 

プリント 

・被服の機能や材料を知り、選択や管理の仕方を考える 

・住まいの機能を理解する 

・ライフスタイルや家族構成と住まいのかかわりを知る 

・循環型社会の形成に向けて、身近な環境保全活動を考え

る 

・自分の自己実現のためのライフプランを設計する 

6 

7 

4 

授業の取組 

プリント提出 

実習態度 

 定期考査   1  

   計70時間（50分授業） 

 

７ 課題･提出物等 

・調理実習後には、調理実習の記録を記入し提出してもらいます 
・それぞれの単元ごとにまとめのプリントをして提出。冬季休業の際にホームプロジェクト課題提出の予定 

 

８ 担当者からの一言 

 生活の自立に必要な知識や技能を身につけるだけでなく、さまざまな体験や情報を自身の生活と照らし合わせて考え、
生活設計をたてていくことができるように実践できる力を、この家庭基礎でつけてほしいと思っています。                         
（担当：大倉 とも子） 

 



令和８年度シラバス（情報）     学番40 新潟県立正徳館高等学校  

教科(科目) 情報（情報Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 実教出版『最新情報Ⅰ 新訂版』 

副教材等 実教出版『最新情報Ⅰ 学習ノート 新訂版』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーション・ポリ
シー 

卒業までに次の資質・能力を育成する。 
①基礎学力の定着と向上により、学ぶ意義を意識して学習する力を育成します。 
②規律ある学校生活を送る中で、責任ある行動をとる姿勢を育成します。 
③自己有用感を高めて、主体的に進路選択をする姿勢を育成します。 
④仲間と協力しながら、積極的に問題を解決する姿勢を育成します。 
⑤地域の特色やその魅力を理解し、地域の発展に貢献する心を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 
①少人数授業での協働的な学びやＩＣＴの活用により、個を伸ばす授業を展開します。 
②生徒との対話を重視し、保護者・外部機関等と協力しながら生徒を支援します。 
③世との主体的な進路選択につながる体験を取り入れた学習を行います。 
④生徒一人ひとりが自己の役割を自覚し、自己に対する肯定的な評価に気付くことがで
きる行事運営を行います。 

⑤地域の人的・物的資源を取り入れ、地域と連携したキャリア教育を実施します。 

 

２ 学習目標         
情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問

題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得すると 

ともに、情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 
(2) 様々な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ 

効果的に活用する力を養う。 
(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

３ 指導の重点                  

・目的に応じた手段を適切に選択し、情報を収集・処理・発達・伝達できるようになることを目指します。 
・情報モラルなど情報社会で生きるために必要な知識を身につけられるようになることを目指します。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・効果的なコミュニケーションの実

現、コンピュータやデータの活用に

ついて理解を深め技能を習得すると

ともに、情報社会と人との関わりに

ついて理解を深めている。 

・様々な事象を情報とその結びつき

として捉え、問題の発見・解決に向け

て情報と情報技術を適切かつ効果的

に活用する力を養っている。 

・情報と情報技術を適切に活用する

とともに、情報社会に主体的に参画

する態度を養おうとしている。 

 

 

 

 



 

５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

・ ペーパーテストの分析 
・ 提出物などの内容の確認 

などから､評価します｡  

・ ペーパーテストの分析 
・ 提出物などの内容の確認               

などから､評価します｡  

・ 提出物などの内容の確認 
・ 振り返りシートの記述の分析   
  などから､評価します｡  

 
内容のまとまりごとに、各観点 
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

  月 単元名 教材名 学習活動(指導内容) 授業

時数 

評価方法 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

第１章 

情報社会と問

題解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 コミ

ュニケーショ

ンと情報デザ

イン 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

情報と情報社会 

 

 

 

知的財産と個人

情報 

 

 

 

問題解決 

 

 

 

 

 

 

メディアとコミ

ュニケーション 

 

 

情報デザイン 

 

情報デザインの

実践 

情報と社会の発展 

情報技術が築く新しい社会 

情報の特性 

情報のモラルと個人に及ぼす影響 

知的財産 

情報の利用と公開 

個人情報の保護と管理 

サイバー犯罪とその対策 

 

問題解決 

問題の発見 

問題の明確化 

解決案の検討 

解決案の決定 

解決案の実施と評価 

 

メディアの発達 

メディアの特性 

コミュニケーションの形態 

インターネットのコミュニケーション 

社会の中の情報デザイン 

情報デザインの工夫 

文書の作成 

プレゼンテーションの工夫 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

実習内容や提出物の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習内容や提出物の分析 

振り返りシートの分析 

定期考査の分析 

振り返りシートの分析 

 

 

 

振り返りシートの分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査や提出物の分析 



８ 

９ 

第３章 情報

のデジタル化

とコンピュー

タ 

情報のデジタル

表現 

 

 

 

コンピュータの

仕組みと動作 

 

 

デジタルと情報量 

数値と文字の表現 

音の表現 

静止画と動画の表現 

データ量とデータの圧縮 

ハードウェアとソフトウェア 

数値の計算 

演算の仕組み 

10 実習課題や退出物の分析 

振り返りシートの分析 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

12 

第５章 情報

通信ネットワ

ークとセキュ

リティ 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

第６章 デー

タの活用とシ

ミュレーショ

ン 

情報通信ネット

ワーク 

 

 

 

情報セキュリテ

ィ 

情報システム 

 

 

 

 

データの活用 

 

 

 

 

モデル化とシミ

ュレーション 

シミュレーショ

ンの実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワークの構成 

情報通信の取り決め 

インターネットの仕組み 

Ｗｅｂページとメールの仕組み 

転送速度とデータ圧縮 

情報セキュリティの確保 

安全のための情報技術 

社会の中の情報システム 

情報システムの活用 

データベース 

 

 

データの収集と整理 

データ分析と表計算 

データの可視化 

データ分析の手法 

データベースとは 

モデルとモデル化 

シミュレーション 

確定的モデルとシミュレーション 

確率的モデルとシミュレーション 

モデル化とシミュレーションによる 

問題解決 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

10 

実習課題や退出物の分析 

振り返りシートの分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査や提出物の分析」 

 

実習課題や退出物の分析 

振り返りシートの分析 



 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

第４章 アル

ゴリズムとプ

ログラミング 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

アルゴリズムと

プログラミング 

 

 

プログラミング

の実践 

アルゴリズムとその表記 

プログラミング言語 

 

 

プログラミングの基礎 

関数を使用したプログラミング 

探索と整列のプログラム 

15 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

実習課題や退出物の分析 

振り返りシートの分析 

 

 

 

 

 

 

実習課題や退出物の分析 

 

                                    計70時間（50分授業）  

７ 課題･提出物等 

･ 実習課題の指示をするので、その都度、課題を提出してもらいます。 
･ 授業ごとにタブレットで小テストを行います。 

 

８ 担当者からの一言 

情報活用の実践力を身につけるため、実習も行いますが、情報モラルなど情報化社会で生きていくために必要な
学習も行います。将来にわたり必要な知識や技術が身に付けられますので、意欲的に取り組んでいきましょう。                                     

（担当：佐田 裕之） 

 

 


